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Windows®




Operating System

Windows XP の User State Migration ツール
概要
この文書では、Windows® XP オペレーティング システムでファイルと設定の移行を行う、2 つのツールの概要を示します。第 1 部には自宅、および小規模オフィス、または簡易的に管理されている企業環境での個人ユーザー向けに設計された、ファイルと設定の転送ウィザードの概要を説明します。第 2 部では企業環境で Windows XP Professional の大規模な導入を実行するために開発されたコマンド ライン ツール、User State Migration Tool の技術概要を解説します。
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はじめに
Windows XP では、異なったタイプのユーザーと状況を想定して開発された 2 つのツールによって、ファイルと設定の移行が容易になりました。
· ファイルと設定の転送ウィザード : このツールは、ホーム ユーザーと小規模オフィスのユーザーのために設計されています。このウィザードはまた、企業のネットワーク環境で従業員が新しいコンピュータを与えられ、IT 部門やヘルプデスクのサポートなしに自分のファイルと設定を移行する必要がある場合にも有用です。
· User State Migration Tool (USMT) : このツールは企業環境で Windows XP Professional の大規模な導入を実行する、IT 管理者のために設計されています。USMT はウィザードと同じ機能を提供しますが、更に大規模な複数ユーザーの移行を想定しています。管理者は USMT により、レジストリに個別の変更を加えるなど特定の設定をカスタマイズするための細かなコマンド ライン オプションを使用することができます。
この文書は 2 部構成です。第 1 部ではファイルと設定の転送ウィザードの概要を簡単に紹介し、ユーザーの利用開始を支援します。第 2 部では USMT のより詳しい技術概要を示し、管理者がどのように INF ファイルを変更するかを解説します。
第 1 部 : ファイルと設定の転送ウィザードの概要
この項では、ファイルと設定の転送ウィザードの概要を解説します。このツールは自宅または小規模オフィス環境の個人ユーザーが、すべての個人ファイルと設定を移行できるよう設計されています。
ファイルと設定の転送ウィザードの利点
このウィザードは簡単かつ速やかな方法で、ユーザーが新しいコンピュータまたは Windows の新規インストールに自分のファイルと設定をコピーし、最適な生産性で作業を再開できるようにします。このツールは次の事項を削減することにより、Windows XP への移行を簡易化しています。
· デスクトップをパーソナライズし直す間の中断時間
· 見当たらないワーク ファイルを探すための中断時間
· デスクトップをパーソナライズし直すためにテクニカル サポートへ電話する必要性
· 新しいオペレーティング システムを起動する時間
移行される設定
移行される設定は大きく分けて 4 つのグループです。
· 外観 : これには壁紙、配色、サウンド設定、タスクバーの位置などが含まれます。
· 動作 : これにはキー リピート間隔、フォルダをダブルクリックしたとき新しいウィンドウを開くか同じウィンドウで開くか、アイテムを開くためにダブルクリックが必要かシングル クリックで開くかなどの設定が含まれます。
· インターネット設定 : インターネット接続設定およびブラウザの動作制御設定。これには、ユーザーのホーム ページ URL、お気に入りまたはブックマーク、クッキー、セキュリティ設定、ダイヤルアップ接続、そしてプロキシ設定などが含まれます。
· メール設定 : これにはメール サーバーへの接続に必要な情報、署名ファイル、表示設定、メール ルール、ローカル メール、そして住所録が含まれます。サポートされるメール クライアントは、Outlook® と Outlook Express です。
アプリケーション設定
ウィザードは現在 Microsoft Office (Access、Excel、Outlook®、PowerPoint®、および Word) 特定アプリケーションの設定移行をサポートしています。アプリケーションそのものは移行されず、設定だけが移行されることに注意してください。ユーザーは、新しいコンピュータにアプリケーションを再インストールする必要があります。
移行される設定のまとめ
次の設定グループが移行されます。
· Internet Explorer 設定
· Outlook Express 設定と保存データ
· Outlook 設定と保存データ
· ダイヤルアップ接続設定
· 電話とモデム オプション
· ユーザー補助設定
· スクリーン セーバーの選択
· フォント
· フォルダ オプション
· タスクバー設定
· マウスとキーボード設定
· サウンド設定
· 地域オプション
· Office 設定
· ネットワーク ドライブとプリンタ
· デスクトップ フォルダ
· マイ ドキュメント フォルダ
· マイ ピクチャ フォルダ
· お気に入りフォルダ
· クッキー フォルダ
· Office の共通ファイル タイプ
移行されるファイル
ファイルは、ファイル タイプ (.DOC などの拡張子)、フォルダ (C:\My Documents)、または特定の名前 (C:\Important\money.mny) によって移行されます。ウィザードはデフォルトで多くの共通ファイル タイプとフォルダをコピーし、ユーザーに追加または除外するフォルダ、ファイル タイプ、および特定ファイルの選択肢を提供します。
ウィザードを起動するには
[スタート] - [すべてのプログラム] - [アクセサリ] - [システム ツール] - [ファイルと設定の転送ウィザード] をクリックします。
さまざまなシナリオでのウィザード使用についての詳細なガイドは、『ファイルと設定の移行ステップ ガイド』 (http://www.microsoft.com/japan/technet/prodtechnol/winxppro/deploy/mgrtfset.mspx) を参照してください。
第 2 部 : User State Migration Tool (USMT) の概要
User State Migration Tool は、ファイルと設定の転送ウィザードと同じ機能をすべて備え、さらにレジストリに個別の変更を加えるなど、特定の設定をカスタマイズするための機能を管理者に提供します。
USMT は、管理者専用に設計されており、個人ユーザーが USMT を使用する必要はありません。また USMT は、Windows Server ドメイン コントローラに接続しているクライアント コンピュータを必要とします。
USMT の利点
USMT は、次の各分野に対処することにより、オペレーティング システム導入のコストを削減します。
· 移行に関わる技術者のコスト
· デスクトップをパーソナライズし直す間の従業員の中断時間
· 見当たらないワーク ファイルを探すための従業員の中断時間
· デスクトップをパーソナライズし直す従業員を支援するヘルプデスクの電話
· 新しいオペレーティング システムを起動するために従業員が要する時間
· 移行後の従業員の満足度
USMT は、IT プロフェッショナルまたはOEM メーカーによって変更可能な、INF ファイルの共有セットによって実行されます。自動移行のために USMT を使用する多くの場合、組織独自の環境とニーズに対処するため IT プロフェッショナルが INF を変更すると推測します。この項では、IT プロフェッショナルが USMT を使用し、INF ファイルの修正を支援するための技術的な詳細を解説します。
USMT の構成要素
User State Migration Tool は 2 つの実行可能ファイル、ScanState.exe と LoadState.exe および いくつかの移行ルール情報ファイル (Migapp.inf、Migsys.inf、Miguser.inf、Sysfiles.inf、Usmtdef.inf、Userdata.inf、ArchiveApp.inf) から構成されています。
ScanState.exe は、移行ルール情報ファイルに含まれた情報に基づき、ユーザー データと設定を収集します。LoadState.exe はこのユーザーの状態データを Windows XP Professional の新規 (アップグレードではない) インストールを実行しているコンピュータに移植します。
追加 INF ファイルを作成することにより、移行条件を追加することも可能です。デフォルトの設定の場合、USMT は次の設定を移行します。
· Internet Explorer 設定

· Outlook Express 設定と保存データ

· Outlook 設定と保存データ

· ダイヤルアップ接続設定

· 電話とモデム オプション

· ユーザー補助設定

· クラシック デスクトップ
· スクリーン セーバーの選択

· フォント

· フォルダ オプション

· タスクバー設定

· マウスとキーボード設定

· サウンド設定

· 地域オプション
· Office 設定

· ネットワーク ドライブとプリンタ

· デスクトップ フォルダ

· マイ ドキュメント フォルダ

· マイ ピクチャ フォルダ

· お気に入りフォルダ

· クッキー フォルダ

· Office の共通ファイル タイプ
ScanState.exe が収集する設定状態になにを含めるのかは、簡単に変更することができます。ツール上で特定のファイル、フォルダ、レジストリ エントリおよびレジストリ サブツリーを収集するかしないかを指示できます。スクリプト変更のルールに関しては下記の「移行ルール INF ファイルの変更」を参照してください。
表 1 : User State Migration Tool の必要条件
	システムの種類
	必要条件

	ソースとなるシステム
	Windows 95、Windows 98、Windows NT Workstation 4.0、または Windows 2000 Professional
中間記憶装置へのアクセス

	中間記憶装置
	移行されるデータに適したストレージ (一般的なユーザーなら 50MB で十分ですが場合により様々です)

	移行先システム
	Windows XP Professional

中間記憶装置へのアクセス
ユーザーの状態データを置くための適切なドライブ容量


USMT の使用手順
最もシンプルなケースの移行では、デフォルトの移行ルール INF ファイル (Sysfiles.inf) を使用します。管理者はクライアント ワークステーション上で実行するスクリプトを作成する必要があります。このスクリプトには次の動作を記述します。
· クライアント ワークステーションで ScanState.exe を実行し、ユーザー状態データを中間記憶装置へコピーする。管理者はユーザーにスクリプトへのショートカットを送付し、ユーザーが職場から帰宅する際にプログラムを実行するよう指示するか、またはスクリプトを自動的に、あるいはスケジュールに合わせ導入することができます。
· ディスクを再フォーマットし、Windows XP Professional と必要に応じた各アプリケーションをインストールする。これはディスク イメージ ソフトウェアを使用することによって自動化することができます。
· ローカル管理者としてクライアント ワークステーション上で LoadState.exe を実行し、ユーザー設定を復元する (ローカル管理者の分担範囲で実行しているスケジュール タスクとして実行することができます)。
ユーザーがログ オンすると、そのユーザーの直前のユーザー状態データがセットし直されます。
Sysfiles.inf のデフォルト パラメータを変更したい場合、次のステップに従います。
1. どのアプリケーション設定を移行するかを確認します。
2. どのファイル タイプ、フォルダおよび特定ファイルを移行するかを確認します。
3. これらの設定とファイルの場所を探し、それを指定した移行ルール INF ファイルを作成します。
4. ScanState.exe を実行して、ユーザー状態データを中間記憶装置へコピーします。管理者はユーザーにこのスクリプトへのショートカットを送付し、ユーザーが職場から帰宅する際にプログラムを実行するよう指示するか、またはスクリプトを自動的に、あるいはスケジュールに合わせ導入することができます。
5. ディスクを再フォーマットし、Windows XP Professional と必要な各アプリケーションをインストールします。これはディスク イメージ ソフトウェアを使用することによって自動化することができます。
6. 管理者として LoadState.exe を実行し、ユーザー設定を復元します (管理者の分担範囲で実行しているスケジュール タスクとして実行することができます)。ユーザーがログ オンすると、そのユーザーの直前のユーザー状態データがセットし直されます。
この文書では下記に User State Migration Tool の構文と使用方法を解説します。
ScanState.exe の構文
この項では ScanState.exe の構文と使用方法を解説します。
scanstate [/c /i input.inf]* [/l scanstate.log] [/v verbosity_level] [/f] [/u] [/x] migration_path 

表 1 : ScanState.exe の使用方法
	フラグ
	フラグにより起きる動作

	/c
	過去の filename_ too_long エラーを引き継ぎます。ファイル名は Longfile.log に記録されます。

	/i
	どのユーザー状態データを収集するかを定義する、ルールを収めた INF ファイルを指定します。複数の INF ファイルを指定することができます。

	/l
	エラーを記録するログ ファイルを指定します。

	/v
	詳細出力を有効にします。構文は /v # となり、# は 1 から 7 の数値です。1 が最小の詳細度を表し、7 が最大となります。

	/u
	ユーザー設定の移行が実行されることを示します。これはトラブルシューティング専用スイッチです。

	/f
	ファイルの移行が実行されることを示します。これはトラブルシューティング専用スイッチです。

	/x             
	ファイルと設定は移行されないことを示します。

	
	注意 : migration_path (移行パス) にはファイルが実際に読み書きされるパスを指定します。


例:
scanstate \\fileserver\migration\elizabeth /i .\migapp.inf /i .\migsys.inf /I .\miguser.inf /i .\sysfiles.inf /i .\files.inf

デフォルトでは、ユーザー設定、システム設定、およびファイルが移行されます。/u、/f、/x フラグはトラブルシューティングにのみ使用します。複数の移行ルール INF ファイルを指定することができますが、2 つ以上指定する場合、移行ルール INF ファイル Sysfiles.inf が必ず含まれている必要があります。
LoadState.exe の構文
この項では、LoadState.exe の構文と使用方法を解説します。
loadstate [/i input.inf]* [/l loadstate.log] [/v #] [/f] [/u] [/x] migration_path [/md:domain_name] [/mu:user_name]
表 2 : LoadState.exe の使用方法
	フラグ
	フラグにより起きる動作

	/i
	どのユーザー状態データを移行するかを定義する、ルールを収めた INF ファイルを指定します。複数の INF ファイルを指定することができます。

	/l
	エラーを記録するログ ファイルを指定します。

	/v
	詳細出力を有効にします。構文は /v # となり、# は 1 から 7 の数値です。1 が最小の詳細度を表し、7 が最大となります。

	/x
	ファイルと設定は移行されないことを示します。これはトラブルシューティング専用スイッチです。

	/u
	ユーザー設定の移行が実行されることを示します。これはトラブルシューティング専用スイッチです。

	/f
	ファイルの移行が実行されることを示します。これはトラブルシューティング専用スイッチです。

	/md:<mapping>
	関連付ける新しいドメイン名を指定します。

	/mu:<mapping>
	関連付ける新しいユーザー名を指定します。

	
	注意 : migration_path (移行パス) には、ファイルが読み込まれるパスを指定します。

ローカルユーザーアカウントからの移行と、ワークグループのメンバであるコンピュータからの移行をサポートするには、/muと/mdスイッチを使用します。


例:
loadstate \\fileserver\migration\elizabeth /i .\miguser.inf

デフォルトでは、ユーザー設定、システム設定、およびファイルが移行されます。/u、/f、/x フラグはトラブルシューティングにのみ使用します。複数の移行ルール INF ファイルを指定することができます。
移行ルール INF ファイルの変更
この項では、移行ルール INF ファイル (Migapp.inf、Miguser.inf、Migsys.inf、および Sysfiles.inf) のルールと構文を解説します。スクリプト記述とレジストリ操作に慣れた管理者以外は、デフォルト移行ルール INF ファイルの変更は避けてください。管理者はどんな変更の後でも INF ファイルを徹底的にテストしてください。
特殊フォルダと環境変数のサポート
移行ルール INF ファイルは、CSIDL 変数セットで定義された特殊フォルダへの代理パスをサポートしています。USMT は、INF ファイル内で % マークの間に挿入された CSIDL 名 (たとえば %CSIDL_SYSTEM% あるいは %CSIDL_PERSONAL%) を解釈し使用します。環境変数もまた、ユーザーと管理者が変数を同一に定義している限りサポートされます。
例:

%CSIDL_PERSONAL%\*.txt は、C:\Documents and Settings に一致します。

ファイル追加ルール
移行ルール INF ファイルの [Copy This State] セクションに CopyFiles ラベルを加えることにより、移行するファイルとフォルダを追加することができます。CopyFiles ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、転送先マシンに移行されるファイル名とフォルダ名が置かれます。
例:

[Copy This State]

CopyFiles=Copy Trip Reports

[Copy Trip Reports]

; 次の行により、TripRpts フォルダが非再帰的にコピーされます
DIR=C:\TripRpts

; 次の行により、TripRpts フォルダ内の全ファイルが再帰的にだけコピーされます
DIR=C:\TripRpts\*

; 次の行により、ユーザーのデスクトップにある「TripRpts」というフォルダから、

; ワイルドカード 99*.DOC と一致した全ファイルがコピーされます。
%CSIDL_DESKTOP%\TripRpts\99*.DOC

ファイル除外ルール
移行したくないいくつかのファイルまたはフォルダがある場合、移行ルール INF ファイルの [Copy This State] セクションに DelFiles ラベルを加え、それらのファイルとフォルダを移行から除外します。DelFiles ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、転送先マシンに移行してはならないファイル名とフォルダ名が含まれます。ScanState.exe が当初はその特定アイテムをコピーする予定であった場合、これにより除外されます。このセクションで指定したファイルとフォルダが、オリジナルおよび転送先コンピュータから実際に削除されるわけではないことに注意してください。
例:

[Copy This State]

DelFiles=Trip Reports DelFiles

[Trip Reports DelFiles]

; 99 年 7 月の旅行レポートを除外します
%CSIDL_DEKSTOP%\TripRpts\9907*.DOC

読み取りとは別の位置に書き込む
移行はしばしば、より管理性の高いデスクトップへ移動するために利用されます。その場合、管理者はユーザー文書の多くを 「マイ ドキュメント」 フォルダ (CSIDL_PERSONAL) へ移行したいでしょう。これは CopyFiles セクションの末尾に転送先コンピュータの転送先フォルダを加えることにより可能です。この新しいフォルダが、各ファイルのルートとなります。また、指定の転送先フォルダにルートし直すことによって、「マイ ドキュメント」 以外のフォルダにコピーすることも可能です。このために名前の直接指定 (C:\DATA など) もサポートされています。ファイルの移動に関する詳細は、下記の「レジストリの移動とコピー ルール」を参照してください。
例:

[Copy This State]

CopyFiles=Copy Trip Reports

[Copy Trip Reports]

; 次の行により、TripRpts フォルダがコピーされます
DIR=C:\TripRpts, %CSIDL_PERSONAL%

; 次の行により、TripRpts フォルダ内の全ファイルがコピーされます
DIR=C:\TripRpts\*, %CSIDL_PERSONAL%

; 次の行により、ユーザーのデスクトップにある「TripRpts」というフォルダから、

; ワイルドカード 99*.DOC と一致した全ファイルがコピーされます。
%CSIDL_DESKTOP%\TripRpts\99*.DOC, %CSIDL_PERSONAL%

上の例ではすべてのファイルが、CSIDL_PERSONAL が示すユーザーのマイ ドキュメント フォルダに移動されます。C:\TripRpts フォルダは、マイ ドキュメント下に再配置されます (C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\TripRpts)。
ワイルドカード
移行ルール INF ファイルは、2、3 の拡張を含んだ Microsoft® MS-DOS® 形式のワイルドカード検索をサポートしています。たとえば、「*」 文字は 0 個以上の文字に一致し、「?」は 1 個の文字に一致します。パターン文字列にバック スラッシュが含まれる場合、目的ファイルの完全修飾パス名がパターンに対して一致し、それ以外の場合はファイル名 + 拡張子部分だけが一致します。パターン文字列には複数のワイルドカード文字を使用できます。パターンがディレクトリとだけ一致するようにしたい場合は、行頭に dir=tag ステートメントを置く必要があります。
例:

· C:\TripRpts\2000\August.* は、c:\TripRpts\2000\august.doc と c:\TripRpts\2000\august.xls に一致します。.

· 上記は c:\TripRpts\august.doc には一致しません。
· August.* は、c:\TripRpts\2000\august.doc、c:\TripRpts\2000\august.txt、そして c:\TripRpts\august.doc に一致します。
· *.doc は c:\TripRpts\2000\august.doc と c:\TripRpts\august.doc に一致します。
· c:\*\2000\*.* は c:\TripRpts\2000\august.doc、c:\TripRpts\2000\august.txt、および c:\ExpenseRpts\2000\morefiles.ext に一致します。
· c:\TripRpts は c:\TripRpts というファイルには一致しますが、c:\TripRpts という名前のディレクトリには一致しません。
· dir=c:\TripRpts は c:\TripRpts というディレクトリに一致し、TripRpts というファイルには一致しません。
· システム上のすべての DOC ファイルを取得するには、*.doc を使用します。
· ドライブ c:\ 上のすべての DOC ファイルを取得するには、c:\.doc または c:\*\*.doc を使用します。
Settings\%username%\My Documents\august.txt 

レジストリ挿入ルール
移行ルール INF ファイルの [Copy This State] セクションに AddReg ラベルを加えることにより、移行によってレジストリにエントリを追加したり、さらにはサブツリー全体を加えることができます。AddReg ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、転送先マシンにコピーされるレジストリのサブキーとエントリが含まれます。これらのエントリは、転送先コンピュータの呼応するレジストリ エントリを上書きします。
例:

[Copy This State]

AddReg=SpaceCadet AddReg

[SpaceCadet AddReg]

HKR\Software\Microsoft\Plus!\Pinball\ SpaceCadet\*=

レジストリ除外ルール
移行したくないいくつかのエントリがある場合、移行ルール INF ファイルの [Copy This State] セクションに DelReg ラベルを加えます。DelReg ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、転送先マシンにコピーしないレジストリ エントリが含まれます。
注意 : このルールを使用しても、転送先コンピュータから実際にエントリを削除するわけではありません。
例:

[Copy This State]

DelReg=SpaceCadet DelReg

[SpaceCadet DelReg]

HKR\Software\Microsoft\Plus!\Pinball\ SpaceCadet [Table Exe]=

レジストリの移動とコピー ルール
移行ではしばしば、レジストリ エントリの移動が必要になります。たとえば Windows 95 または Windows 98 から Windows XP Professional にアップグレードする場合、レジストリ サブキーとエントリのほとんどに変更、移動、削除および追加が必要です。これは [Copy This State] セクションに RenReg ラベルを加えることにより可能です。RenReg ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、転送先マシンにコピーされ、改名または移動されるレジストリ エントリが含まれます。
例:

[Copy This State]

RenReg= Outlook98&97 RenReg

[Outlook98&97 RenReg]

HKR\Software\Microsoft\Windows Messaging Subsystem\Profiles\*= \ HKR\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\Windows Messaging Subsystem\Profiles

注意 : 移行ルール INF ファイル内で、行の末尾に使われたバック スラッシュ (\) は、コマンドが次の行に続くことを意味します。
レジストリ エントリの値が、移行されるファイルへのポインタである場合、[Copy This State] セクションの RegFile ラベルによってそのファイルがコピーされます。RegFile ラベルの後ろにはセクション名が続きます。このセクションには、レジストリ エントリが含まれます。ここに記載された各エントリには、ファイル名が含まれなければなりません。記載されたすべてのファイル名が、転送先コンピュータにコピーされます。このエントリにあるファイル パスは、転送先コンピュータでファイルが実際に置かれる場所にセットされます (ファイルが移動された場合)。あるエントリを、RenReg と RegFile セクションの両方に記載することも可能です。RegFile もまた、ファイルを移動することができます。
例:

[Copy This State]

RegFile=Desktop RegFile

[Desktop RegFile]

HKR\Control Panel\Desktop [Wallpaper]=

; 次の行により、壁紙の画像がマイ ドキュメントに移動されます。

; 同一ファイルに両方を含めることはできません。
HKR\Control Panel\Desktop [Wallpaper]=, %CSIDL_PERSONAL%

ルールの優先順位
同一のファイルやフォルダに複数のルールが適用できる場合、最適な一致を見つけるためのアルゴリズムが使用されます。一般に、問題のファイルやフォルダに最も近い記述を持つルールが優先されます。2 つのルールが同等に近い記述を持つ場合は、INCLUDE ルールが優先されます。最も近い一致を検索する際には、フル パス名とファイル名も考慮されます。複数のルールが同等に一致する場合、しばしば予想外の結果が得られることに注意してください。レジストリ ルールは、以下の順序で適用されます。
· DelReg は、ScanState.exe または LoadState.exe に指定可能。
· AddReg、RenReg、および RegFile は、ScanState.exe または LoadState.exe に指定可能。ただし、これらが LoadState.exe に指定され、ScanState.exe には指定されなかった場合、指定したエントリがコピーされない可能性があります。RegFile の場合は、ファイルがコピーされない可能性があります。
· DelReg に記載されたものは、一切転送先コンピュータにコピーされません。
· RenReg に記載されたものは、すべて名前を変更されます。同一キーが何度も記載されている場合、改名ルールは一度だけ適用されます。
· RegFile に記載されたものは、すべて値にパスを持っている必要があります。RegFile に同じエントリを複数回記載しても、1 つ記載したのと同じと見なされます。
· AddReg に記載されたものは、すべて転送先コンピュータ上の対応したキーを上書きします。同じエントリを複数回記載しても、1 つ記載したのと同じと見なされます。
· 転送先コンピュータにすでにエントリが存在する場合、それは上書きされません (エントリが AddReg セクションに記載されている場合を除く)。
エントリには、RenReg、RegFile、および AddReg ルールのセットのそれぞれから、1 つずつルールを適用することができます。この場合すべての指定ルールが同時に適用されますが、同時に適用されるにはすべてのルールが、同じ深さのパス階層にある必要があります。たとえば、AddReg と RenReg ルールを HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Exchange\* サブキーに適用するとします。ここで AddReg ルールを HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Exchange\* サブキーに、RenReg ルールを HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Exchange\Client サブキーにそれぞれ適用した場合、RenReg ルールの方がより特定の記述を持っているため優先されます。
まとめ
この文書では、ファイルと設定の転送ウィザードと User State Migration Tool (USMT) という 2 つの Windows XP 移行ツールの背景と役割を解説してきました。
ファイルと設定の転送ウィザードは、ホーム ユーザーと小規模オフィスのユーザーのために設計されています。このウィザードはまた、企業のネットワーク環境で従業員が新しいコンピュータを与えられ、IT 部門やヘルプデスクのサポートなしに自分のファイルと設定を移行する必要がある場合にも有用です。このウィザードの詳細な使用方法は、本文書の姉妹編であるホワイト ペーパー、『ファイルと設定の移行ステップ ガイド』(http://www.microsoft.com/japan/technet/prodtechnol/winxppro/deploy/mgrtfset.mspx) を参照してください。
User State Migration Tool (USMT) は、企業環境で Windows XP Professional の大規模な導入を実行する、IT 管理者のために設計されています。USMT はウィザードと同じ機能を提供しますが、より大規模な複数ユーザーの移行を想定しています。管理者は USMT により、レジストリに個別の変更を加えるなど特定の設定をカスタマイズするための、細かなコマンド ライン オプションを使用することができます。
これらに加えこの文書では、IT プロフェッショナルがどのように INF を変更するかを解説しました。
関連リンク
Windows XP の導入に関しては次の各文書もご覧ください。
· 『ファイルと設定の移行ステップ ガイド』 （http://www.microsoft.com/japan/technet/prodtechnol/winxppro/deploy/mgrtfset.mspx  ）


· 『Windows XP の導入パート 1 : 計画』 (http://www.microsoft.com/windowsxp/pro/techinfo/planning/planning.asp  (英語情報))
· 『Windows XP の導入パート 2 : 実行』 (http://www.microsoft.com/windowsxp/pro/techinfo/planning/implementing.asp  (英語情報))
Windows XP の詳細情報は Microsoft の Windows XP サイトでご覧ください。 (http://www.microsoft.com/japan/windowsxp/default.asp) 


